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よく食い込める嗜好性の良い
サイレージを調製しましょう！

はじめに

３月になり、春の気配が感じられるようなりまし

た。早いところでは来月あたりから、北海道でもあ

と数ヶ月後には牧草サイレージ調製の時期になりま

す。牛の主食となるグラスサイレージの品質は、牛

の健康状態や乳生産、さらに酪農経営に影響するこ

とは言うまでもありません。よく食い込める良質な

サイレージが調製できれば、粗飼料をベースにした

安定した酪農経営が可能になると思います。近年は

コントラクターなどサイレージ調製が大規模化する

ことで、細切や早期密封などが徹底される面もあり

ますが、弊社の分析室によせられる現場のサイレー

ジの品質は良くなっているとは言えません。むし

ろ、年々pHやVBN比の高いサイレージの割合が増

える傾向にあります（図１、２）。そこで今回はサ

イレージ発酵品質に影響のあるポイントの一部を整

理するとともに、よく食い込めるサイレージ調製の

ために弊社のサイレージ調製用乳酸菌「アクレモコ

ンク」を紹介させていただきます。

１．ラップサイレージ

府県の方になると、牧草サイレージはラップサイ

レージ調製が主流になると思います。ラップサイ

レージで最も重要なのは水分です。水分５０％以上に

なると極端に発酵品質が悪くなるのが現場ラップサ

イレージの分析結果から分かります（図３）。弊社

の乳酸菌は、水分３５％以上のラップサイレージであ

れば発酵品質を大幅に改善することが分かっており

ます（図４）。従って、発酵品質が悪くなる水分５０

％以上になるような条件ではスノーラクトＬやアク

図３ 現場ラップサイレージのＶスコアー（全８１点）

図１ 北海道内の牧草サイレージpHの傾向
（イネ科主体１番草サイレージ、サンプル数は６００～１２００点／年度）

図２ 北海道内牧草サイレージのVBN比の傾向
（イネ科主体１番草サイレージ、サンプル数は２５０～１０００点／年度）

図４ オーチャードグラスラップサイレージのpH及び
乳酸含量（水分４６％、SLL：スノーラクトＬ）
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レモコンクの添加をお勧めします。府県で主要な草

種であるイタリアンライグラス、ローズグラス、

スーダングラス、エン麦、ライ麦などへの効果も確

認済みです。是非お試し下さい。

２．牧草細切サイレージ

○草種が発酵品質に影響する

北海道で主要な牧草と言えばチモシーになります

が、実際にはチモシー以外の地下茎型イネ科草種で

あるリードカナリーグラスやシバムギなどが主体に

なっている圃場も少なくないと思われます。サイ

レージの不良発酵が問題になっている現場にいって

調査すると、この地下茎型イネ科草種が優占してい

るケースが多いことが分かりました。

リードカナリーグラスやシバムギは同じ肥培管理

をしてもチモシーに比べて乳酸菌が利用できる単少

糖が少ないことが分かりました（図５）。この単少

糖が少ないということは、乳酸発酵の際に乳酸菌の

餌が少ないことになるので、良質なサイレージにな

りにくいことが考えられます。また、これらの地下

茎型イネ科草種は、チモシーに比べてSIP（溶解性

蛋白質）含量が高い傾向にありました（図６）。SIP

は発酵過程で速やかに分解されて、VBN（アンモ

ニアなど）になると予想されます。実際、発酵初期

におけるVBN発生量はチモシーよりも多いことが

分かりました（図７）。また、スラリーの施用量が

多くなると、牧草中のSIP含量が増加し、発酵初期

のVBN発生量も増える傾向にありました。

これらのことから、リードカナリーグラスやシバ

ムギはチモシーに比べて発酵品質が悪くなる可能性

があります。牧草サイレージの発酵品質が良くなら

ない場合は、圃場の状態を確認し、これらの草種が

優占している場合には植生改善もお考え下さい。

○施肥条件が発酵品質に影響する

堆厩肥も含めた施肥条件は、牧草の収量に重要で

あることは理解されていますが、発酵品質にも影響

することが分かりました。図８は肥培管理の異なる

９戸の酪農家の同一草地から、チモシー、リードカ

ナリーグラス、シバムギを採取して地上部の生草の

WSC（可溶性炭水化物）含量を分析し、堆厩肥の

多施用農家４戸、少肥農家５戸に分け草種別に平均

値を示したものです。乳酸発酵に必要なWSCは、

いずれの草種でも多施用草地の方が低い傾向にあり

図７ スラリー施用量が各草種のサイレージVBN含量に及ぼす影響

図５ イネ科草種の単少糖含量

図８ 堆厩肥施用量別・草種別WSC含量の比較
（多肥区：堆厩肥多施用草地、少肥区：堆厩肥１／２以下施用草地）図６ スラリー施用量が各草種のSIP含量に及ぼす影響
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ました。また、スラリーの施用量が多くなると乾物

率が低くなる、つまり水分が高くなる傾向にありま

した。さらに、スラリーの施用量が多くなると粗蛋

白質含量やミネラル含量が高くなり、酸に対して緩

衝作用が強い（pHの下がりにくい）材料になるこ

とも分かりました。これらのことをまとめると、過

剰の施肥はサイレージの発酵品質に悪影響があると

いうことになります。従って、良質な牧草サイレー

ジ調製に向けて堆厩肥の施用方法を見直しましょ

う。

�堆厩肥を近場の圃場に集中して散布していません
か？なるべく薄く広く散布することを心がけましょ

う。

�春の堆厩肥の施用は、秋の施用に比べて、１番草
に影響すると言われています。春の施用量をなるべ

く少なくしましょう。また、春の散布時期は極力早

くしましょう。

しかし、堆厩肥の施用量の調整には限界がありま

す（出来てしまう堆厩肥の量の調整は難しいた

め）。一方、現場では堆厩肥の施用に関係なく化学

肥料も一定量散布する傾向にあります。施肥量は牧

草の収量にも影響するため、保険的な意味合いも

あって施肥する傾向にあると思いますが、場面に

よっては過剰施肥になっていることも考えられま

す。そこで、化学肥料の銘柄や施肥量を工夫するこ

とで、サイレージ発酵品質を改善できないかを検討

しました。

春にスラリー４ｔ／１０ａを施用し、併用する化学

肥料をBB０５５（Ｎ１０―Ｐ２５―Ｋ１５―Ｍｇ５）４０�／１０ａ
にした慣行区（実際に酪農家が早春施用する水準）

と、燐安（Ｎ１７―Ｐ４５）２０�にした燐安区（過剰に
なるカリウムを減肥）を設けて収量とサイレージ発

酵品質を調査しました。乾物収量を見ると、４草種

平均（チモシー（ホライズン、ホクエイ）、リードカナ

リーグラス、シバムギ）で両区に差がなく（図９）、

サイレージの発酵品質の指標であるＶ２スコアー

（酢酸、酪酸、VBN含量を点数化した指標：１００点

満点で評価）は、全体的に燐安区の方が高い傾向に

ありました（図１０）。この試験では肥料コストも燐

安区の方が安く済むことから、堆厩肥の施用状況に

合わせて化学肥料を減肥することは、サイレージ発

酵品質改善に有効であると思われます。

３．アクレモコンクの効果

弊社の酵素入りサイレージ用乳酸菌アクレモコンク

図９ 燐安区の１番草収量（慣行区比％）

図１１ サイレージにおける繊維分解酵素と乳酸菌の役割

図１０ １番草サイレージのＶ２スコアー

図１２ 牧草サイレージの有機酸含量
（イタリアンライグラス、スーダングラス）
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は、酵素によって牧草の繊維の一部を分解して乳酸

菌の餌となる糖を作り、この糖を利用して乳酸菌が

乳酸発酵を促進します（図１１）。このように糖分を

供給しながら乳酸発酵を促進させることから、様々

な草種に対応することができ、安定した発酵品質改

善効果が期待できます（図１２～１４）。

また、酵素の作用により繊維の一部が分解される

ことで、出来たサイレージのNDFやADFが減少す

るとともに、サイレージの消化スピードが速い傾向

にあります（図１５）。消化スピードが速いことは、

発酵品質改善効果と合わせて食い込みの良いサイ

レージになっていると考えられます。また、蛋白質

の分解スピードも速くなる傾向にあることや、給与

試験において、ルーメン内性状を調べると、VFA

の濃度が高く推移することなどから（図１６）、アク

レモ添加サイレージは粗飼料の性状から濃厚飼料的

な要素が加味されたような特徴があります。

さいごに

牧草サイレージの発酵品質に関わる要因は様々

で、全てを取り上げることは出来ませんが、今回は

ラップサイレージにおける水分と、材料となる草

種、施肥条件に絞ってご紹介しました。この情報が

良質なサイレージ調製のために少しでもお役に立て

てれば幸いです。また、より食い込める嗜好性の良

いサイレージ調製に弊社のサイレージ調製用乳酸菌

「アクレモコンク」をお試し下さい。

図１３ 牧草サイレージの有機酸含量
（オーチャードグラス、チモシー）

図１５ チモシーサイレージのルーメン内における乾物消失率の推移

図１４ 牧草サイレージの有機酸含量
（リードカナリーグラス、シバムギ 図１６ ルーメン内の総ＶＦＡ濃度の推移
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